
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

今年開催した中学校、北九州市立引野中学校、折尾中学校、向洋中学校、 

３校どこの生徒さんも、音楽とトークを吸い取るように聞いてくれました。

同年配の しのん君と、葉奈ちゃんの出演には特に驚いたようでした。 

 

出演者全員で叩く、日本太鼓のオリジナル曲、『炎』にも、生徒全員の目

が釘付けになりました。 
 

レンコンさんが足で太鼓を叩く！  

知子さんの言葉、「障害は不便かもしれない。でも、決して不幸じゃない。

夢があれば何でも叶う」この言葉を生徒達がしっかり受け止めた瞬間でし

た。 

 

 

音楽活動を通して生きるすばらしさや命の大切さを伝え続ける渡辺知子さんと渡辺知子一座のみなさ

んによるスクールコンサートは、今年で１４年目を迎えます。 

令和２年は、誰もが想像しえなかった、試練の年となりました。 

令和２年度 スクールコンサート 

渡辺知子一座           

 

 

 

世界中の人々が、新型コロナウイルスによって、生活のリズムがすべて変えられ、命も、仕事も、人
の心までも、影響されてしまいました。 

そんな中、３校の中学校の先生方は授業日数が足りない等のお悩みがある中で「こんな時だからこそ、
生徒たちに聞かせたい」と、公演を決断していただき、コンサートを開催することが出来ました。 

過去、１３年間は当初からの渡辺知子さん（以下知子さん）の願いで、生徒達となるべく近くで、目
を見ながらの演奏、お話したい…と、ステージの下、生徒達と同じ目の位置で、コンサートを行ってき
ました。 

しかし、今年は３密（密閉、密集、密接）を避けるために体育館のステージで行うこととなりました。 
音響スタッフさんや開催校の先生方も、各学校で、ステージの幅、奥行きの違いがある中、会場のセ

ッティングをしてくださいました。 
秦しのん君は、特別支援学校の高等部２年生です。発達障害があり、初めは音楽にも興味を示しませ

んでしたが、５年後の今は、自身に障害がありながらも、レンコンさんの援助や演奏が出来るようにな
りました。葉奈ちゃんは、慶成高等学校福祉科１年生になり、将来は介護士になる決意をしています。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知子さん達は、ステージで４～５回、着替えをします。

「曲のイメージを、衣装でも表したいからです。スクール

コンサートでも、また、違うステージでも、聴覚障害のあ

る方がいたら、音は聞こえません。 

また、知的障害のある方がいたら、歌詞の意味が分かり

づらいかもしれません。だから、少しでも音楽を感じてい

ただくために着替えを多くしています。そして、聴覚障害

の方のために、手話を取り入れています。今、聞こえてる、

見えていることは奇跡なんだ…と、感じてほしいのです。

レンコンは手話を足でします。指導するときは、足を持っ

て何度も何度も繰り返し教えました！挑戦する人も自分

を信じる。そして、教える私も、彼女なら出来る…と信じ

る。だから、出来るのです！」と、知子さんは熱く伝えま

す。 

いつもならコンサートのラストは、生徒達の間に入って

行き、手を握り合ったり、ハグをしたりしますが、今年は

無理です。でも、大きな手拍子が、体育館に響きました！ 
 
『生きている』ことへの感謝の気持ちが、参加生徒全員の

心に響き、本年度もまた、沢山感動の声が届いています。 

 
 

 

 


